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 要 旨   

 

目的： 

胃がんは世界的に最も頻度の高いがんの一つである。飲酒と胃がんリスクとの関係については

十分明らかになっていない。疫学研究における知見も一致していないため、メタアナリシスを

行った。 

 

方法： 

68の症例対照研究、13のコホート研究、計 81の疫学研究を分析した。不均一性の検定が有意

であったため（p<0.05, I2=86%）、研究デザイン（症例対照研究かコホート研究か）、対照群の

タイプ（病因対照か一般集団対照か）、性（男性、女性、混合）、人種（白人、アジア系）、地域

（米国、スウェーデン、中国、日本）、胃がんの部位、酒の種類で層別化した分析を行った。 

 

結果： 

飲酒と胃がんリスク上昇との関連は統計学的に有意であった（オッズ比 1.20）。層別分析を行っ

た結果、地域とがんの部位が不均一性の大きな要因であった。地域およびがんの部位による不

均一な結果は、喫煙率、ヘリコバクターピロリ感染、肥満度、遺伝的要因に関連している可能

性があった。飲酒と胃がんリスクの関連は層別分析では一定していた。飲酒量と胃がんリスク

との量反応関係は明確な傾向があった。 

 

結論： 

メタアナリシスによって飲酒と胃がんリスクの関連、特に飲酒量との量反応関係が確認された。 

 


